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全国福祉用具専門相談畏協会   

全国福祉用具専門相談員協会が開発した標準様式  

「福祉用具個別援助計画書」のご案内  

～福祉用異を最も効果的に提供するために～  

福祉用異サービスには、個別援助計画の作成は義務付けられていませんが、  

サービスの質の向上には作成が必要という考えが広まり、現在、全国各地で計  

画書を作成する取り組み桝曽えています0そこで、ふくせんでは、このような取  

り組みを支援し、関係者が質の高い計画書を作成しやすいよう、T縮疋用兵個別  

援助計画書 標準様式」を開発しました。福祉謁異関係者の皆様には、ぜひこの  

標準様式を使って、計画書を作成していただければ幸いです。また、自治体ご担  

当者、ケアマネジャー、介護関係者の皆様には、ぜひこの標準様式をご覧頂き、  

計画書の意義をご理解頂ければ薄いです。   
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該当するものを広または■に塗りつギす  
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福祉用異選定に必要な利用者情報を左半分にまとめた。右には、それら  

の情報に基づき福祉用異利用目標、選定理由、具体的な福祉用異の機  

種、利用に際しての留意点を記載するようにして、1枚の書式にした。   

1枚の書式にしたのは、記載にかける福祉用具専門相談員の事務負担を  

極力減らすため。なおかつ、ケアプランの目標、利用者の身体状況などは  

きちんと確認してもらうために、様式に盛り込んだ。   

支援経過や機種変更の際は、別途の記載になる。   

計画書は、利用者・家族、ケアマネジャーに渡すとともに、サービス担当  

者会議などでの活用を意図した。ただし、右の「利用計画書」のみ利用  

者・家族に渡すことも可能としている。   

今後、現場で使用し、その意見をとりいれて修正していくこともある。実  

践の場で多くの福祉用異専門相談員に使用してもらい、信頼できる福祉  

用異貸与サービスの質向上を促す。  
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本会では、個別授助計画の作成が、福祉梢典貸与サービスの賀を神保し、かつ福祉用具  

馴つ相談員の剖－リ性を高めるためには欠かせない椒l）組みと判断しました．，そこで、以下  

のとおり専門委員会を設置r 標準様式の開発を布いました。今後は、更なる改良を加えて  

バージョンアップしていきます また、．汁画作成のための研修も戸足しています 

「福祉用異個別援助計画書」検討委員会名簿  

●委員長   

棄畠弘子（本会理事、福祉ジャーナリスト、国際医療福祉大字大学院博士課程）  

●委 員   

畔上力椚七子（本会副会長、株式会社工イゼット代表取締役）／岩元文雄（本会理事、株   

式会社カクイックスウィング代表取締役社長）／酒井博人（本会理事 綜合メディカ   

ル株式会社代表取締役社長）／／／村尾俊明（本会理事、財団法人テクノエイド協会常務   

理事）／／山下一平（本会会長、株式会社ヤマシタコーポレーション代表取締役社長）／   

渡違慎一（本会理事、社団法人日本作業療法士協会福祉用異委員会委員長）  

●オブザーバー   

今村健司／根本順一郎／山本隆裕（以上3名、本会会員）   
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選定福祉用異搬入（予定）日；／  留意点  

福祉用異レンタルのサービス   

□福祉用異取扱い説明  
ご利用者・ご家族が読んでわかるように略語は使わない   

≪記載例≫   

・操作説明はご家族だけでなく、普段使われるヘルパーさん  
にご理解いただけるようにする   

・ベッド柵は、ご本人が退院した時点で改めて検討する  

□福祉用異フィツテング（適合状況評価）  

□福祉用冥利用状況確認（訪問・電話・目標評価 等）  

口福祉用異定期点検・メンテナンス  

ロサービス担当者会議  

□状態変化時の機種交換（再アセスメント）  

□入院・入所・不必要時等の福祉用異回収・搬出  

□相談  

ロ緊急時対応  

以上、福祉用異個別援助計画書に墨っき、サービス提供を行います。  

住所：   




